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小学校キャリア教育カリキュラムの策定と実践化のためのマネージメントの方策
一 地域社会の教育力を生かした取り組みを通して -
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本研究は,小学校におけるキャリア教育の実践を日常的且つ継続的に進めるためのカリ
キュラムを策定するとともに,実践化-つなげるためのマネージメントの方策について明
らかにするものである｡学習場面や生活場面におけるキャリア発達についての児童と教師
の意識調査をもとに,教育課程にキャリア教育を具体的に位置付けることや,キャリア教
育の実践化を通して児童のキャリア発達を促していくことをねらいとしている｡
[キーワー ド]小学校のカリキュラム,キャリア発達,地域社会の教育力,実践化,4能力領域 8能力
1 問題の所在と方法
(1) 問題の所在及び研究の背景
文部科学省が行った ｢平成 22年度 小学校全
国学力･学習状況調査｣の質問紙調査の結果から,
次のことが明らかになっている｡
①将来の夢や目標を持っている児童の割合に,若
干の増加傾向がうかがえる｡
②児童に将来就きたい仕事や夢について考えさせ
る指導をしている学校の割合に,若干の増加傾向
がうかがえる｡
③職場見学や職場体験活動を行っている学校の割
合は,僅かずつながら増加している｡
④国語や算数で学習したことが,将来 社会に出
た時に役に立っと思う児童の割合が,平成19年
度時のレベルまでに回復している傾向が見られる｡
⑤地域の人材を外部講師として招碑した授業を行
った学校の割合がやや高くなっている｡
以上の内容から,小学校におけるキャリア教育
の実践がなされ,児童自身のキャリア発達に関す
る意識が高まってきていることがうかがえる｡特
に次の点からは,キャリア教育の特性を十分に生
かした実践が展開されていることが読み取れる｡
○将来就きたい仕事や夢について考えさせる指導
をする際に,地域の人材を外部講師として招聴 ･
活用している｡
○教師が,各教科等と将来とのつながりを意識し
ながら指導しており,児童にもその意図が伝わっ
てきている｡
一方,今後の課題として,次のようなことが考
えられる｡
□職場見学や職場体験活動を行っている学校の割
合は僅かずつながら増加しているものの,将来の
仕事や夢についての指導を行っている学校の割合
と比べるとまだまだ少ない｡つまり,キャリア教
育のフィールドが学校内にとどまり,地域にまで
広がっていない場合が多い｡
小学校におけるキャリア教育では,実社会で活
躍している大人の姿に接したり様々な職業がある
ことに気づいたりする機会を設定し,広い視野か
ら社会や職業をとらえる力を育成することが求め
られている｡地域の教育力を生かし,職場見学 ･
体験などの児童が地域の中で行う活動を具体的に
位置づけ,その有用性を明確化することによって,
前記の課題の解決が図られると考える｡
同調査から,自分の将来について夢や希望を持
っている中学3年生の割合と小学6年生とを比較
すると,減少していることが明らかになっている｡
このことから,夢や憧れを抱く小学校の段階から,
将来の自分の姿をイメージし,具体的な目標に向
かって努力していく中学校の段階-主体的に進ん
でいくことのできる子どもを育成する必要がある｡
そこで,小学校のキャリア教育のカリキュラム
を策定してキャリア教育のさらなる実践化 ･日常
化を図り,そのマネージメントの方策について研
究 ･検証することを通して,児童のキャリア発達
が促されると考えた｡
(2)研究の目的
本研究の目的は,小学校キャリア教育カリキュ
ラムの策定,小学校キャリア教育カリキュラムの
実践化のためのマネージメントの方策立案及び実
施,地域社会の教育力と連携 ･融合した教育活動
の具体化と有用性の明確化の三点について実践検
証することである｡
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(3) 研究の方法
上記3つの目的を遂げるために,以下の4つの
方法をとった｡
(ヨキャリア教育アンケートの実施
国立教育政策研究所生徒指導研究センターが
2002年にまとめた ｢児童生徒の職業観･勤労観を
育む教育の推進について｣に示されている,職業
的(進路)発達にかかわる諸能九 いわゆる｢4能力
領域8能力｣について,児童と教師を対象に,学
習と生活の両面からアンケート調査を行った｡児
童用アンケートは,各々の発達段階をふまえ,低
学年用･中学牛用･高学年用の3種類を作成した｡
②キャリア教育カリキュラムの策定
アンケートの結果をもとに各担任が ｢4能力領
域8能力｣の中から重点指導能力を設定し,それ
を育成するための各教科等の単元 ･内容や地域社
会の教育力との連携を核にした活動等を筆者が提
示した素案をもとに,選択 ･開発をしていった｡
③授業等の実践及び記録の集約 ･蓄積
策定したカリキュラムをもとに,各学年 ･学級
等において具体的実践を行った｡ 地域社会の教育
力を生かした主な取り組みとしては,上学年児童
が職場 ･仕事体験を行う特別クラブ,高学年児童
が地域講師の生き方について学ぶキャリア･トー
クを実施した｡実践後,教師は ｢キャリア教育記
録シート｣に教科 ･単元名や特に指導した能力,
授業の概要等について記録した｡児童は,｢キャリ
ア教育ふり返りシート｣に自己評価を記録した｡
これらの記録を筆者が集約 ･蓄積 ･分析していっ
た｡地域の教育力を生かした取り組みの記録の蓄
積と資料の整備を図るため,地域講師人材バンク
の作成を行った｡各学年 ･学級等の活動に指導 ･
支援をいただいた方のリストを作成し,活用して
いくようにした｡こうしたキャリア教育の実践を
学校全体で共有するために,筆者が ｢CAREER
教育だより｣を発行し,実践の紹介,アンケート
やふり返りの分析結果の報告等を行った｡
④成果の分析及びカリキュラムの補足 ･修正
児童のふり返りや教師の記録等の集計と分析を
行った｡児童のふり返りについては,ふり返りシ
ートに記録された自己評価点を集計し,レー ダー
チャートに表した｡教師の記録については,学習
を通じて特に指導した能力を集計したり,授業の
概要等を一覧表にまとめるなどしたりしながら,
成果の分析を行った｡その分析結果をもとに,策
定したキャリア教育カリキュラムに補足したり修
正を加えたりして,より実践的かつ実用的なもの
に発展させていくようにした｡
2 先行研究の検討
キャリア教育の重要性に対する認識が深まると
ともに,職場体験等も含めた先進的かつ効果的な
実践が広がってきている｡一方で,体験活動に関
わる事務的業務の煩雑さが教員の多忙化につなが
っているといった声や,キャリア教育を実践して
いるが具体的な成果をとらえにくいとの指摘が一
部にある｡ これらは,キャリア教育が子どもの将
来にとってどのような効果があるのかが明らかに
なっていない面があることから派生し,それが地
域間または学校間における取り組みの差-とつな
がっているのだと考える｡キャリア教育の成果が
顕在化するのは,児童 ･生徒 ･学生が進学または
就職した後になるわけであるが,それを客観的に
とらえる上で,次の二つの点において問題がある
と思われる｡
①わが国におけるキャリア教育が本格的に実施さ
れたのは2000年代に入ってからである｡ したが
って,現段階ではキャリア教育を受けた若者の多
くがまだ就業しておらず,その成果を客観的にと
らえるのは難しい｡
②各学校段階を修了した生徒 ･学生等の進学 ･就
業等の状況を追跡調査して把握することは,労力
やプライバシー保護等の面から難しい｡
これまでのキャリア教育の成果は,実践後に自
己評価,感想などの記録を残したり,それらをデ
ータ化したりして示される場合がほとんどであっ
た｡しかし,それらは何れも教育を受ける立場で
の ｢声｣である｡キャリア教育を受けた若者が,
実社会に出てからその効果をどのように感じてい
るのかを把握することは,今後キャリア教育を推
進していく上で不可欠であると考える｡
労働政策研究 ･研修機構(2010)が労働政策研究
報告書No.125として示した ｢学校時代のキャリ
ア教育と若者の職業生活｣には,キャリア教育を
受けた若者の意識についての興味深いデータが示
されている｡同報告書の基底となる調査の対象者
は,ほとんどが労働市場にある20代中盤の若者
である｡キャリア教育の萌芽期から全国レベルで
の実施-と発展する時期において中高生であった
者であり,地域間･学校間の取り組みの差異があ
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るものの,キャリア教育に関連する諸政策の影響
を,ある程度受けている層と考えることができる｡
以下はその概要である｡
①中学時代のキャリア教育を覚えている割合は約
30%,高校時代のキャリア教育を覚えている割合
は約40%であった｡ また,中学時代のキャリア教
育が役立っている割合は約20%,高校時代のキャ
リア教育が役立っている割合は約25%であった｡
②キャリア教育関連の授業や行事で記憶にあるも
のとしては,進路に関する面談の割合が高かった｡
中学ではボランティアなどの体験活動や職業人に
話を聞く授業なども多く記憶されていた｡
③学校時代のキャリア教育と学校卒業後のキャリ
アとの関連では,大卒,卒業直後に正規就労,罪
正規就労経験 ｡転職経験なしとい った ｢直線的｣
なキャリアを歩んだ回答者は,中学 ｡高校時代の
キャリア教育に対する評価が高いのに対し,何ら
かの形で ｢直線的｣なキャリアを歩んでこなかっ
た回答者は総じて学校のキャリア教育を高く評価
しないため,中学 ｡高校のキャリア教育の評価も
低いことが明らかになった｡
④家庭生活が良好で,家族で将来について話し合
った若者のキャリア教育-の評価が高かった｡
これらの結果から,同報告書では,以下のよう
な分析 ｡考察 ｡提言を行っている｡
○学校時代のキャリア教育をよく覚えており,よ
く学んだ者がその後も恵まれたキャリアを歩んで
いると解釈すると,学校のキャリア教育は若者の
将来の職業生活に大きな影響を与える重要な要因
である｡したがって,その推進体制を整備し,キ
ャリア教育から多くを学びとれる若者の育成が望
まれる｡一方で,将来的に恵まれたとは言えない
期間があったとしても,長期的には主体的にキャ
リアを形成していけるようなキャリア教育が学校
段階で施されるべきである｡
○本人の自尊心が若者の就労意識に全般的な影響
を与えていることから,自尊心を高める活動のキ
ャリア教育-の組み込み方を検討する必要がある｡
○キャリア教育の課題として,キャリア教育が社
会の変化に対応していかなくてはならないこと,
授業としてのキャリア教育だけではなく,人間生
活を営む上でのルールを学ぶ自主的な経験や活動
も重要であること,キャリア教育を個人の問題と
してだけではなく,社会の問題とも関連させてそ
の在り方を模索していくことなどが挙げられる｡
○職業生活を送っている現在におけるキャリア教
育の記憶-の影響に注目すると,自己理解,仕事
理解,啓発的体験,意思決定にかかわる各学習の
重要性を再確認させられる｡今後は,これらの学
習が,後に役に立ったと評価されるように実施す
ることが必要である｡
○職業生活や将来の目標設定に対するキャリア教
育の影響に注目すると,キャリア教育が学校生活
を積極的に送り,努力することを促すような内容
となるように留意することにより,キャリア教育
と学校生活の教科等との好循環が形成できる｡こ
れを実現するには,学校外の資源を有効活用して,
多角的な教育支援を行うことが必要である｡
調査対象者が,日本のキャリア教育の萌芽期に
学生であったことから,小学校段階から意図的 ｡
継続的な支援を受けてきたとは言えない面がある
ものの,当時はバブル景気崩壊後の就職氷河期に
あたり,現実的な進路決定の局面を迎える中学 ｡
高校においては,その後の厳しい時代を見越した
指導が行われていたと推測される｡ただし,キャ
リア教育の実践を通じた研究が深まっていない時
期でもあったため,役に立ったと感じている割合
が高くないという事実も明らかになった｡キャリ
ア教育が改正 ｡改訂後の教育関連法規等にも明確
に位置づけられ,その推進が強く求められている
現在,貴重な内容を示している同報告書から学び,
今後の実践に生かしていくことが必要である｡小
学校キャリア教育の充実という点では,次のよう
な改善を図ることが求められていくと考える｡
a)キャリア教育は,教科等の学習と異なり,受け
る側の記憶に残ったという割合は,今後もそう高
くならないかもしれない｡しかし,若者が自らの
キャリア形成に何らかの形で役立ったと自覚でき
るように,キャリア教育的な視点を持った指導が
継続的に行われるようしていかなくてはならない｡
b)小学校キャリア教育の主なねらいは,夢や希
望を育み,目標-向けて努力する大切さを体得さ
せ,自信や有用感を高める機会を計画的に設定す
ることである｡社会｡経済情勢が厳しく,｢直線的｣
なキャリアを歩むことが容易ではなくなってくる
と予想される今後は,社会の変化に対応できる人
材を育成するために,小学校においても ｢夢や希
望を広げていく活動｣,｢高めた自信や有用感を保
つような活動｣も視野に入れるべきである｡
C)中学｡高校におけるキャリア教育の授業や行事
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で記憶にあるものとして,面談の割合が高かった
のは,教師が将来のことについて個別に向き合っ
てくれることや,教師として卒業生の進路につい
て関わった際の具体的事例を提示してくれること
などが,若者のキャリア選択にとって大きな示唆
を与えているからであると思われる｡
国立教育政策研究所(2010)が発行した ｢キャリ
ア教育のススメJの中に,小学校でのキャリア･
カウンセリングに関する次のような記述がある｡
①小学校でのキャリア･カウンセリングの実践は
広義と狭義の両面から考える必要があること｡
②広義の実践とは,小学校がこれから続く学校生
活の基盤として,学校や教師-の信楓 そして学
ぶこと-の喜びを体験する大切な時期であるとい
う認識に立って,教師がそれぞれの子どもの存在
を尊重して温かい人間関係を築くこと｡
③狭義の実践とは,子どもが新たな環境に移行し
たり未経験の学習課題に取り組む際には不安も大
きく問題を引き起こしやすいことを意識し,新た
な環境や課題に勇気を持って取り組めることを目
的とした個別の支援のこと｡
キャリア教育の内容や方法を,集団を対象とし
たものに限定するのではなく,個別-の意図的･
継続的な指導及び支援の面からとらえるようにす
ることで,社会の変化に対応できる児童の育成を
図ることができると考える｡
3 実践と結果 (明らかになったこと)
(1) キャリア教育アンケートの結果と分析
山形県公立小学校A校及びB校の児童792名と
教師45名を対象に,キャリア教育アンケートを
行った｡児童の学習についてのアンケート結果か
ら,評価点が高いコミュニケーション能力及び職
業理解能力と,評価点が低い自他の理解能力及び
情報収集 ･探索能力との間に統計的に有意な差が
見られた｡このことから,｢グループの友達と意見
交流をしたり,協力して活動したりして学習を進
めている｣｢学習内容や学習することの大切さを考
えて学習を進めている｣といった意識がある一方,
｢交流して考えを深めたり修正したりする友達と
学ぶよさを十分に生かし切れていない｣｢自分で資
料を集めたり自分から質問したりすることは,十
分にできていない｣といった姿が明らかになって
きた(図1)｡生活についてのアンケート結果では,
能力間において有意な差は見られなかった｡
189
また,教師-のアンケート結果では,学習 ･生
活両面について,レー ダーチャー トの形状だけで
なく,評価点もほぼ等しかったことから,学校が
異なってもキャリア教育に関する教師の実践や指
導観は共通していることが明らかになった｡
1自他の理解
3課劉 牢決畢択 2コミユニ
5役割把握･認識
仙 ｢
F
ニケーション
- A校児童(298人)
- B校児童(494人)
図1児童用キャリア教育アンケー ト集計結果(学習について)
(2) カリキュラムの策定
アンケートの結果をもとに,小学校キャリア教
育カリキュラムの策定を以下のように行った｡
表1 重点指導能力を育てる単元等の設定表(2年生の例)
【2学期】
＼ 8月 9月 Io月 1月A的LA元句抜手掛売等 柑t QL元等 抄I qI元等
'かわら力･方)A成岡短期}C?.自他の覆輪i韮
庄】 田rお手liJ也
随順力組他用t帝降任損托累J 埠慧鞄TaキbLN肖す
i〟く力厄梓力束投･汁柵忙虚 招 敬at百英行 近
たかめ蛭資力.ql汰荏藩 択 iZrtA輯 件i 件史.l舟巨蛸U. 作 拝つくりの畳め 件
①各学級のアンケートの結果をもとに,担任が重
点指導能力を設定した｡
②設定した重点指導能力を,どの単元や内容で育
てるかを具体的に設定した｡筆者が策定した素案
の中から選択したり,担任が独自に設定し加筆し
たりしていく形をとった｡ 地域社会の教育力との
連携を核にした活動については,地域講師や学習
ボランティア等との関わりを設定している単元等
を具体的に記入していった(表1)0
(3)授業等の実践と記録の集約 ･蓄積
策定したカリキュラムをもとに,各学年 ･学級
等でキャリア教育の具体的な実践を行った｡
文部科学省(2006)による ｢小学校･中学校 ･高
等学校キャリア教育推進の手引｣には,以下のよ
うな記述がある｡｢小学校では,既存の教育活動の
中にキャリア教育と関連する内容が数多くある｡
それらをキャリア教育の視点でとらえ直すことで,
それぞれの活動の関連が明確になる｡学級担任が
すべての教科を見渡しやすいという小学校の利点
を生かし,キャリア教育の視点を意識して取り組
むことが大切である｡｣
キャリア教育の日常化を図るには,日々 の各教
科等の授業実践をキャリア教育の視点からとらえ
直すことが重要である｡A校では,以前からキャ
リア教育と関連する実践が行われていた｡それら
をキャリア教育の視点からとらえ直したところ,
教育活動全体を通じてキャリア発達を促す取り組
みが数多く行われていることが明らかになった｡
(4)成果の分析とカリキュラムの補足 ｡修正
①図2は,キャリア教育記録シートに記録された,
教師が特に指導した能力を表している｡
1自他の理解
5役割把握･認識
図2A校教師が実践の中で特に指導した能力
〞
特に,自他の理解能力,コミュニケーション能
力を高め,この二つの能力の領域である人間関係
形成能力を育成しようとしたことがわかる｡また,
キャリア教育アンケートの結果から高める必要性
が明らかになった情報収集 ｡探索能力の育成に関
する指導にも力を入れたことがわかる｡
小学校のキャリア教育では,多角的な視野から
他者を理解するための基礎を養い,人々が自らの
責任を果たしつつ相互に支え合って様々な集団や
社会を築いている事実に気づかせる必要がある｡
A校では了思いを確かに表現する子ども～かかわ
り合い,高め合う授業づくりを通して～｣をテー
マに学校研究に取り組んでいることも,図2の結
果に影響していると考える｡
②図3は,児童がキャリア教育ふり返りシートに
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記した自分の中で高まったと感じた能力に関する
自己評価を集計したものである｡キャリア教育を
通じて児童が特に高まりを感じたコミュニケーシ
ョン能力及び職業理解能力と,高まりを感じた児
童が比較的少なかった情報収集 ｡探索能力及び選
択能力との間に,有意な差が見られた｡学習を展
開する上で,児童が情報収集や選択をする活動を
設定する頻度が低い傾向があることが伺える｡
｢肌仙"仙山
1自他の理解
5役割把握･認識
【~m仙川】 ｢
図3 A校の児童が高まりを感じた能力
③キャリア教育記録シートに記された 54の実践
における教科等の内訳であるが,特に多かったの
は,国語10,道徳9,学活7,社会 ｡総合5であ
った｡一方,算数,理科は0であった｡ 理数系教
科の学習内容とキャリア教育の視点との接続が明
確ではない面があったことも考えられるため,理
数系教科の内容とキャリア教育とを有機的に結び
づけていく必要がある｡
④5年生のある学級では,アンケートにおいて,
学習面の自他の理解能力の自己評価点が低かった
ため,担任は,重点指導能力の一つに自他の理解
能力を設定し,それを育成するための単元の一つ
として国語科の ｢わらぐつの中の神様｣を選択し
た｡この物語には,｢使う人の身になって,使いや
すく,丈夫で長持ちするように作るのが,本当の
いい仕事である｣というキャリア教育に関連する
メッセージが込められている｡担任は,児童が話
し合いながらこのメッセージを理解していく学習
活動を通じて,自他の理解能力を高めようとした｡
学習した後のふり返りから,児童は,自他の理解
能力の評価項目の一つである ｢自分と違う意見や
考えを取り入れる力｣が特に高まったと感じてい
ることが明らかになった(図4)｡
1自他1 の理解
8課題解決 1 .2コミュニケーション3情報収集.探索4職業理解
7選択 01-,-
6計画実行
5役割把梶.認識
図4 5年国語科の学習で児童が高まりを感じた能力
⑤キャリア教育アンケートの結果において自己評
価点が低く,A校の児童が高まりを感じた能力に
おいても頻度が高くなかった情報収集 ･探索能力
であるが,3年生社会科のスーパーマーケット見
学後の児童が高まりを感じた能力のレー ダーチャ
ートには,特徴的な形状が表れている(図5)｡能
力間の数値に有意差は見られないものの,児童は,
情報収集 ･探索能力の評価項目である ｢授業や調
べ学習からいろいろな仕事があることに気づく
力｣｢わからないことを資料から探したり先生や仲
間にたずねたりして調べる力｣が高まったと感じ
ている｡このことから了情報収集 ･探索能力を高
めるには,たずねたり探したりして学習を深めて
いく調べ学習の場面を意図的に設定していくこと
の必要性が明らかになった｡
2解決 dESl'1 コミユニ一連
解
図53年社会科の学習で児童が高まりを感じた能力
調べ学習は,一斉学習に比べて課題が個別化し
たり時間が必要であったりするため,日常的に行
うには難しい面もある｡しかし,児童の主体性を
育てるには不可欠な活動であるので,積極的に取
り入れたいところである｡
④特別クラブは,地域で活躍している方の仕事を
191
体験する活動を通して,子どもたちの視野を広げ
るきっかけとすることをねらいとしている｡昨年
度より実施しており,今年度は19のクラブを設
定し,実践した｡活動後に,講師に今回の活動で
の指導等について質問紙による調査を行った｡15
名から回答を得た｡指導を引き受けた主な理由に
ついて尋ねたところ,表2のような結果となった｡
表2特別クラブ講師の指導を引き受けた理由(複数回答)
昨年度も参加し,活動の意義を感じた○ 8
日頃から子ども達や報 のために協力したいと考えていたo 9
子ども達に仕事や技を伝えたいと思った○ 3
地戒が学校と連携して教育にあたることは大切であると感じていた 12
学校と連携して子どもの教育にあたることの重
要性を認識していること,日常的に学校に協力し
たいと考えていることが明らかになった｡また,
その他の欄に記された内容としては,｢地元の若者
が奮起して農業を頑張っている姿を伝えたかっ
た｣｢理容･美容業界の後継者を育てるために,魅
力をアピー ルしたかった｣｢主人が 3年児童と鮎
の学習をした時のよき思い出があったから協力し
たかった｣などの理由が挙げられていた｡自分の
姿を見て仕事のことを知ってほしいという願いや,
子ども達とのふれ合いを楽しみにしている思いが
伝わってきた｡ 児童に対してその体験活動を選ん
だ理由を問うたところ,｢2年生の時の町探検で
工房-行って作品を見てから,『作ってみたいな
あ』と思っていた｣｢農業は大変だと聞いたので,
どんなに大変か知りたかった｣などと,非常に意
欲的であったことがわかった｡また,児童が学ん
だことは,｢電化製品の中には,コンデンサーや抵
抗,コイルなどのいろいろな部品があると初めて
知った｣｢魚を三枚におろしてみて,はらわたや骨
をよくとらないといけないということ,特に刺身
にする時はよく魚を見て骨を取り除くことを知り,
しかも,この仕事を毎日していると聞いて驚いた｣
などであった｡
これらのことから,A校の特別クラブは,教育
に対する関心の高い地域の方々に支えられている
こと,児童は地域の支えによって多様な体験をし,
豊かな学びをしていることが明らかになった｡
キャリア ｡トー クは,特別クラブでの学び
を深化させることを主眼に,今年度設定した活動
である｡高学年児童が9人の地域講師から,職業
や生き方についての講話を受けた｡ 図5は,地域
講師が4能力領域8能力の中から特に話をした能
力について調査した結果である｡また,図6は授
業後に児童が高まりを感じた能力の集計結果であ
る｡地域講師は,働くことの大切さや苦労,学校
での学びと職業との関連(職業理解能力)について,
また,将来のことを考えること,計画を立ててや
るべきことを実行していくことの大切さ(計画実
行能力)について,重点的に話をしたことがわかる｡
児童も,地域講師の話から,働くことの大切さや
苦労を感じる力,学んだことを今後の学習や生活
にどのように生かすかを考える力(職業理解能力)
が高まったと感じている｡講話が児童のキャリア
発達を効果的に促していたことがわかる｡
図5 キャリアヰ-クで講師が話した内容
1自他の理解
28課題解決 2コミュニケ-シヨン
芸表紳ノst:di-*{;#% ^謂 唐 金
7選択 β.y#U+ ｢ 瓢 日 本 ､が〆還
6計画実行 戚惑 4職業理解 t- 50)1q の2･ 6日
図6キャリア小一クで児童が高まりを感じた能力
4 考察
(1)担任がアンケー ト結果をもとに重点指導能力
を設定する際の主な視点は,日頃の指導を通じて
高めたいと感じている能力と,アンケー ト結果に
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おいて自己評価点が低い能力の二つであった｡A
校の教師からは ｢どれも大事だと思う｣という声
もあり,キャリア教育で育てたい能力はどれも人
間形成の上で欠かせないものであることを再認識
した｡それだけに,重点指導能力の設定は,予想
したよりも難しい作業であったようである｡キャ
リア教育アンケー トの内容を精査するとともに,
アンケート結果の読み取り方や活用法について,
さらに具体的に提示することで,児童の実態と教
師の思いがより反映された重点指導能力の設定に
つながると考える｡
(2)各教科等における実践では,学習指導要領に示
されている各教科とキャリア教育との関連性が具
現化され,教師の実践や児童の自己評価等の貴重
な記録を蓄積することができた｡教育活動全体を
キャリア教育の視点から見つめ直したこと,また,
実践内容や児童が高まりを感じた能力について
｢CAREER教育だより｣等で紹介し合ったこと
によって,以前にも増して充実した活動になった
と考える｡A校では,各教科等だけではなく,特
別支援教育や食育,PTA事業などの多様な教育活
動を通じてキャリア教育が展開されており,今後
さらに推進 ｡充実が図られていくと思われる｡
(3)地域社会の教育力と連携した活動から明らか
になったのは,地域と連携することで高まりが促
進される能力があるということである｡中央教育
審議会キャリア教育 ｡職業教育特別部会(2010)が
示した ｢今後の学校におけるキャリア教育 ｡職業
教育の在り方について 第二次審議経過報告｣の
中では地域 ｡社会との連携について, ｢仕事や職
業を認識するためには,実感を持った理解が必要｣
｢地域 ｡社会には社会人 ｡職業人としての知識や
経験の豊富な方が多くおり,学校の教育活動-の
様々な参画が不可欠｣ ｢各学校は目的や期待する
効果等を明確にし,教職員が主体的に関わること
が必要｣と記されている｡特別クラブの地域講師
の感想にも,｢学校の先生以外の人からの話は,チ
どもたちにも新鮮に感じられ,地域についても少
しずつ理解してもらえるので,よいことだと思い
ます｣ とあったように,地域社会の教育力を生か
した取り組みは,将来の社会的 ｡職業的自立-向
けての児童のキャリア発達を促進させる｡同報告
にある ｢学校と企業等との調整(コーディネー ト)
を図る人材の配置などの取組の推進｣を図りなが
ら,より一層地域社会の教育力を生かしたキャリ
ア教育の取り組みが望まれる｡
(4)理数系教科における実践の記録が残らなかっ
た背景には,カリキュラム素案に理数系の教科の
単元があまり組み入れられていないことがある｡
素案を策定する過程で,各教科等の学習指導要領
の目標や内容から,4能力領域8能力に関連する
ものを洗い出してみたのだが,算数と理科に関し
ては,明確な関連づけができなかったことが影響
したのは否めない｡理数系の教科の内容は,実社
会の仕事の内容に直結するものも多い｡今後の研
究において,キャリア教育との関連性を明確化し
ていくことが必要である｡
5 到達点と課題
(1)これまでの実践研究の成果として,A校のキ
ャリア教育推進体制の整備が進んだことが挙げら
れる｡実践のための一連の流れを提示し,その過
程で用いるカリキュラム素案,アンケート用紙,
記録シー ト等や,集計のためのワークシー ト等を
策定 ･作成したことで,継続的に取り組める基盤
はできたと考える｡平成 23年度より, 小学校で
は新学習指導要領が完全実施されるため,カリキ
ュラム素案に改訂を加える必要があるが,実践研
究を継続することによって, 児童のキャリア発達
がさらに促されていくと考える｡
(2)児童のキャリア発達には,家庭や保護者による
キャリア教育が不可欠である｡前掲の労働政策研
究報告書No.125｢学校時代のキャリア教育と若
者の職業生活｣ にも,家族で将来について話し合
ったという若者ほど学校時代のキャリア教育の評
価が高かったと記されており,家庭生活が児童の
キャリア発達に与える影響は大きい｡
2007年に実施された国際数学･理科教育動向調
査(TIMSS2007)の結果報告によると,日本の小学
4年生の学校外での1日の過ごし方で,｢家の仕事
をする｣は1日平均0.8時間であった｡これは参
加 36カ国/地域の平均 1.3時間を下回っており,
参加国/地域中最下位であった｡中学2年生では1
日平均 0.6時間と,参加 48カ国/地域の平均 1.2
時間の半分であり,参加国/地域中下から2番目で
あった｡一方,日本の子どもの学校外での過ごし
方で一番多かったのは,小中学生ともに ｢テレビ
やビデオを見る｣で,1日あたりの平均時間は,
参加国/地域中,小学生4年生は2番目の長さ,中
学2年生は最長であった｡
また,A校における平成 22年度の保護者用学
校評価アンケー トの結果から,全校児童のほぼ半
数が,家での手伝いを進んでしていないことが明
らかになっている｡
家庭や保護者によるキャリア教育を推進してい
くためには,キャリア教育に関する情報を公開し
ていくことが必要である｡小学校におけるキャリ
ア教育の必要性や目標,カリキュラム,実践やそ
の成果等を家庭や保護者に発信することで,児童
のキャリア発達-の関心が高まり,家庭や地域等
において児童が主体的に自分なりの役割を果たし
ていくことを促すような,実践的なキャリア教育
が展開されてい く｡そのことが,児童にとっての
キャリア教育に対する ｢役立ち感｣を高めていく
と考える｡
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